
平成２４年度モニタリングの概要（北陸圏、中部圏） 

 

 北陸圏（計画区域：富山県、石川県及び福井県） 

「『暮らしやすさ日本一』自然と活力にあふれた環日本海交流の中枢拠点」の実現に向け、北陸圏が

さらに住みやすく、魅力ある地域となるため、引き続き港湾・空港の機能強化、高速交通基盤の整備

などを進め、国内外との交流促進、国際競争力の強化を図るとともに、地域産業、農山漁村の活性化

や食料供給力の増強などに取り組んでいく必要がある。  

平成 27年春の北陸新幹線金沢開業などの充実する広域交通ネットワークを最大限活用し、各地域の

連携強化による魅力ある観光地域づくり、国内外観光客の効果的な誘客拡大に取り組んでいるが、北

陸三県の広域的な連携を進め、更なる取組の強化を行う。 

また、東日本大震災を踏まえ、災害に強い地域づくり及び広域的な防災支援体制の構築に取り組ん

でいるところであるが、引き続き、今後発生が懸念される広域かつ大規模な災害に対する北陸圏の安

全・安心の確保や大規模災害発生時の広域的な支援体制の構築等、多様な主体が連携・協力を図り、

広域的な取組を進めていく。 

 

 中部圏（計画区域：長野県、岐阜県、静岡県、愛知県及び三重県） 

「ものづくりと環境貢献で日本のロータリーとして世界のまんなかへ」の実現に向け、産業面、 

環境面、物流・観光面、暮らし面及び防災面で様々な取組が進められ、今後も多様な主体が広域的に

連携しながら本計画の描く将来像の実現を図ることが必要である。 

その中で、東日本大震災を踏まえ設立された「東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議」では、

平成 24年 11月に「中部圏地震防災基本戦略」を策定し、今後発生が懸念される南海トラフ巨大地震

などの広域的大災害に対し、中部圏の実情に即した予防対策や応急・復旧対策などについて総合的か

つ広域的視点から重点的・戦略的に取り組むべき項目や内容をまとめた。今後も、本基本戦略の施策

を進めることにより、災害克服プロジェクトの一層の推進を引き続き図っていく。 

 

 

 



北陸圏では、平成27年春の北陸新幹線金沢開業など充実する広域交通ネットワークを最大限活用し、各地域の連携
強化による魅力ある観光地域づくり、国内外観光客の効果的な誘客拡大を推進している。 
また、東日本大震災を踏まえ、災害に強い地域づくり及び広域的な防災支援体制の構築に取り組んでいる。 

平成２７年春 北陸新幹線金沢開業を控え、関連施策を強化・加速 

平成24年度広域地方計画の推進状況における注目点【北陸圏】 

地域防災力を強化し、広域的な防災支援体制の構築を推進 



中部圏では、東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議において、平成24年11月に「中部圏地震防災基本戦略」を
策定し、アクションプランに基づく各種取組を推進している。 
本基本戦略は、『中部圏広域地方計画の「（12）災害克服プロジェクト」の一環として、中部圏における防災力向上の推
進を図るための基本方針となる』ものとされ、本基本戦略の施策を進めることにより、災害克服プロジェクトの一層の推
進を図るものとしている。 

平成24年度広域地方計画の推進状況における注目点【中部圏】 

●平成24年度の具体的な取組事例 

 
■南海トラフ巨大地震対策中部ブロック協議会広域連携防災訓練の実施 

 大規模災害時における連携強化と災害対応能力向上を図るため、国地

方支分局、県、市、ライフライン機関、報道機関などが連携し、広域的・実践

的な訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関相互の防災訓練の実施 

【防災訓練の実施状況】 

 
■中部圏広域防災ネットワーク整備計画（第1次案） 

 「中部圏地震防災基本戦略」の中で位置づけられた広域防災ネットワークの整備に関

する基本的な考え方及び今後の検討すべき課題について定めた。 

（主な記載事項） 

・基幹的広域防災拠点施設の整備 

・広域防災拠点施設の選定、役割、機能、設備、課題 

・効率的な運用のための今後検討すべき課題等 
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県防災拠点

15ha以上のオープン
スペースを有する施設

司令塔本部機能

高次支援機能

・広域防災拠点の支援
・広域災害対策活動の拠点

拠点配置範囲
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基幹的広域防災拠点

広域防災拠点

防災拠点のネットワーク形成に向けた検討 

 
 

■中部圏地震防災基本戦略に位置付けられた優先的に取り組む10の連携課題のひとつ、「災害に強い物流システムの構築」に関連し、先導的な調査を実施した。 

■中部運輸局では、「南海トラフ巨大地震等に対応した支援物資物流システムの構築に関する協議会」を設置し、大規模災害の発生が想定される地域において、 

  民間の施設やノウハウを活用した災害ロジスティクスを構築するための検討を行った。 

■本調査は、当該協議会への情報提供を目的として実施したものである。 

中部地方における広域激甚災害を想定した 

支援物資物流のあり方に関する調査 

【広域防災拠点配置候補エリア】 ①政府 現地対策本部 ②災害 対策本部 

【 設営訓練 】 

【 中部地方整備局長挨拶 】 

【 本部参集状況 】 

【 国土大臣とのテレビ会議 】 

【 漂流者救助訓練 】 

【 漂流物回収訓練 】 

③名古屋港 

【 大学とのテレビ会議 】 

名古屋工業大学 

三重大学 岐阜大学 

【 通信基地設置訓練 】 


